
 

 

 

 

 

 

「もんじゅを廃炉へ！全国集会」に参加されたみなさん。もんじゅを廃炉に追い込むために、 

大飯・高浜原発など全ての原発の再稼働を止めるために、連帯

を強めましょう。 

 

 

 

 原子力規制委員会は、大飯３・４号、高浜３・４号の再稼働

審査を急ピッチで進めています。しかし、関西電力は、再稼働

申請において、津波を起こす波源の評価には「武村式」、基準地

震動の評価には「入倉式」という、それぞれで異なる式を用い

ています。二重基準をとることにより、基準地震動については

大幅な過小評価をしています。 

 

 

 

これら２つの式を比較すると、下図のように、地震の規模を表す地震モーメント（Ｍｏ）は、断層

面積の値に依らず、どんな面積の場合でも、「武村式」（武村（1998））で評価すれば「入倉式」（入倉・

三宅（2001））で評価した場合の約 4.7 倍になります。関電は、ＦｏＡ－ＦｏＢ断層（上図）の断層面

積を 494.2km2 とし、入倉式で計算してＭｏを 1.36×10１９Nm としていますが、武村式で計算するとＭ

ｏは約 4.7 倍の 6.42×10１９Nm となります。断層面積が与えられたとき、地震動（ガル）は、Ｍｏに比

例します。関電は、ＦｏＡ－ＦｏＢ断層の２連動で、大飯３・４号、高浜３・４号の基準地震動Ｓｓ

をそれぞれ 700 ガル、550 ガルと設定していますが、実際には、その 4.7 倍程度の地震動（大飯で約

3290 ガル、高浜で約 2585 ガル）が生じると考えるべきです。 

関電は、津波評価では安全側に武村式を用いながら、原発耐震設計の基本となる基準地震動の評価

では著しい過小評価を

しているのです。 
 
津波の波源評価に武

村式を用いて評価すべ

きことは、土木学会が

設定した方針であり、

関電のみならず、各電

力会社がこの方針に従

っています。 

安全側に立つなら当

然、基準地震動の評価

においても武村式を用

いるべきです。 

 



 

関電が行った大飯３・４号のストレステスト(総合

評価）の結果では、原子炉建屋や主給水系配管など

の重要な設備が損傷するまでの裕度は、最大でも基

準地震動（Ss）に対し、３号で 2.58 倍（右表）、４

号で 2.65 倍です。基準地震動の 4.7 倍の地震動

（4.7×Ss）では、これらの設備は損傷し、炉心損傷

や大破断ＬＯＣＡ（１次冷却水喪失）などの大事故

が起こります。 

 使用済燃料ピット(SFP)も損傷し、使用済燃料が冷

却できなくなり、燃料の被覆管材が酸化し、大火災

が起こって、燃料が溶融、放射能が放出されます。 
 

関電は、大飯３・４号について、地震により燃料

溶融が始まるクリフエッジ（崖っぷち）は、炉内燃

料については 1.8×Ss､使用済み燃料については２×Ss、プラント全体では 1.8×Ss であるとしています。

高浜３・４号は、地震によるクリフエッジはプラント全体で 1.77×Ss です。4.7×Ss では、これらク

リフエッジをはるかに超えるので、大飯３・４号、高浜３・４号が破局に至ることは明らかです。 

  

 

 

 関電は再稼働に向けての申請書で、

大飯３・４号、高浜３・４号それぞれ

で、1 次冷却水喪失が起き、緊急炉心

冷却装置（ECCS）等も働かず、炉心が

溶融し、溶融炉心が格納容器下部に落

下する事故を想定しています（右図）。

それでも、外部の冷却水を格納容器ス

プレイに導く等して、溶融炉心を冷却、

また、格納容器を冷却し圧力上昇を防

ぎ、格納容器の破壊を防ぐというシナ

リオを立てています。 
 
 しかし、4.7×Ss の地震動では、格納

容器スプレイ系配管、燃料取替用水ピ

ット等の裕度を大幅に超えるので、外部からのス

プレイ用水供給機能が全く働かず、格納容器内圧

力が上昇し、耐圧４気圧の格納容器が破壊され、

溶融炉心の放射能が外部に放出されます。 

 使用済み燃料の溶融とあいまって、福島原発事

故をはるかに上回る大参事が到来することになり

ます。このような大惨事を防ぐため、津波と同様

の方法での地震動評価を行うよう求め、大飯３・

４号、高浜３・４号の再稼働をストップさせまし

ょう。  

表 5-(1)-1 各起因事象の対象設備及び耐震裕度一覧（地震：炉心損傷） 

起因事象 設備 裕度(×Ss) 

主給水喪失 工学的判断※ 1.00 未満 

大破断ＬＯＣＡ RHR 高温側吸い込み配管 1.99 

炉心損傷直結 原子炉建屋等 2 

２次冷却系の破断 主給水系配管 2.13 

中破断 LOCA 加圧器スプレイライン配管等 2.58 

※基準地震動以上の場合、主給水ポンプ、碍子等の設備が必ず損傷に至ると想定する。

表 5-(1)-2 各起因事象の対象設備及び耐震裕度一覧（地震：SFP 燃料損傷）

起因事象 設備 裕度(×Ss) 

外部電源喪失 工学的判断※ 1.00 未満 

ＳＦＰ冷却機能喪失 原子炉補機冷却水ポンプ 1.75 

補機冷却水の喪失 原子炉補機冷却水ポンプ 1.75 

SFP 損傷 使用燃料ピット 2 

※基準地震動以上の場合、碍子等の設備が必ず損傷に至ると想定する。 
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